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世界文化遺産の登録候補に正式推薦ヘ

４
世
紀
に
わ
た
る
信
者
の
営
み
象
徴

を確綺

こ
の
た
び
天
草
の
崎
津
集
落
を

合
む

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス

ト
教
関
連
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺

産

（以
下
、
世
界
遺
産
）
の
登
録

候
補
と
し
て
、
政
府
か
ら
正
式
に

推
薦
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

天
草
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
が
世

界
遺
産
候
補
に
選
ば
れ
た
の
は
、

そ
れ
が
日
本

へ
の
キ
リ
ス
ト
教
の

伝
播
と
繁
栄
、
そ
の
後
２
５
０
年

に
わ
た
る
禁
教
下
の
潜
伏
、
そ
し

て
解
禁
後
の
復
活
と
教
会
堂
の
建

設
と
い
う
、
世
界
に
類
を
見
な
い

劇
的
な
歴
史
を
伝
え
る
稀
有
な
文

化
遺
産
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
崎

津
は
４
５
０
年
ほ
ど
前
か
ら

「
サ

シ

ノ
ツ

（
Ｓ

ａ

ｘ
ｉ

ｎ

ｏ
ｃ

ｃ

ｕ
）
」
港
と
し
て
西
洋
文
献
に
記

載
さ
れ
、
と
く
に
領
主
の
天
草
氏

が
１
５
７
１
年
に
洗
礼
を
受
け
て

以
後
、
日
本
布
教
の
重
要
拠
点
と

し
て
発
展
し
た
。

そ
の
信
仰
は
、
江
戸
時
代
の
禁

教
下
に
お
い
て
も
脈
々
と
継
承
さ

れ
た
。
１
８
０
５
年
に
起
こ

っ
た

キ
リ
シ
タ

ン
検
挙
事
件

「
天
草
崩

れ
」
で

一
斉
摘
発
を
受
け
た
が
、

当
時
の
古
文
書
か
ら
は
仏
教

ｏ
神

道
と
併
存
す
る
独
特
の
信
仰
形
態

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
明
治
以
降
、
教
会

へ
の
復
活

を
果
た
し
た
信
徒
ら
は
、
江
戸
時

代
に
絵
踏
み

（踏
絵
）
が
行
わ
れ

て
い
た
庄
屋
跡
に
崎
津
天
主
堂
を

建
設
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
信
仰

の
場
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。

崎

津
集
落

と
そ

の
文
化

的

景
観

は
、
以
上
の
よ
う
な
４
世
紀
に
わ

た
る
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の

営
み
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
り
、

世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
証
明

す
る
上
で
も
不
可
欠
の
構
成
資
産

な
の
で
あ
る
。

ま
た
今
回
の
構
成
資
産
の
範
囲

か
ら
外
れ
は
し
た
も
の
の
、
崎
津

に
隣
接
す
る
河
内
浦
（現
河
浦
町
）

に
設
置
さ
れ
た

コ
レ
ジ
オ

（神
学

校
）
に
お
い
て
、
日
本
と
西
洋
と

の
初
め
て
の
出
会
い
を
象
徴
す
る

貴
重
な
文
化
遺
産
が
多
数
生
み
出

さ
れ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

コ

レ
ジ
オ
は
、
次
世
代
の
日
本
教
会

を
支
え
る
日
本
人
神
父
を
養
成
す

る
た
め
の
高
等
教
育
機
関
で
、
た

と
え
ば

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
科
学
や
哲

学
を
本
格
的
に
日
本
に
紹
介
し
た

最
初
の
書
物
で
あ
る
ペ
ド

ロ

ｏ
ゴ

メ
ス
著

『
講
義
要
綱
』
は
、
１
５

９
３
年
に
天
草

コ
レ
ジ
オ
で
脱
稿

さ
れ
、
初
め
て
講
義
さ
れ
た
。

内
容
や
背
景
が
異
な
る
た
め
単

純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
明
治

政
府
に
よ
る
西
洋
学
術

の
全
面
的

導
入
よ
り
お
よ
そ
３
０
０
年
前
、

江
戸
時
代

の

「
蘭
学
」
に
も
２
０

０
年
先
立

つ
こ
の
時
期
に
、
西
洋

学
術

の
本
格
的
な
講
義
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

ま
た

コ
レ
ジ
オ
に
は
グ
ー
テ
ン

ベ
ル
ク
印
刷
機
も
導
入
さ
れ
、
西

洋
人
に
よ
る
初
の
本
格
的
日
本
語

辞
書

『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』
や
日

本
語
文
法
書
『
ラ
テ
ン
文
典
』
（
と

も
に
１
５
９
５
年
刊
）
、
ま
た
イ

ソ
ッ
プ
物
語
や
平
家
物
語
な
ど
が

相
次
い
で
出
版
さ
れ
た
。
い
ず
れ

も
天
草
が
当
時
の
東
西
交
流
の
最

重
要
拠
点
で
あ

っ
た
こ
と
を
裏
付

け
る
も
の
で
、

ロ
ー
カ
ル
な
歴
史

の
理
解
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
今

日
ま
で
続
く
グ

ロ
ー
バ
ル
な
交
流

の
始
ま
り
を
告
げ
る
歴
史
遺
産
と

し
て
も
、
比
類
な
い
価
値
を
有
し

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
世
界
史
的
な
価

値
と
意
義
を
有
す
る
天
草
の
キ
リ

シ
タ

ン
史
跡
が
、
今
回
世
界
遺
産

候
補
と
な

っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に

慶
事
で
あ
る
。
し
か
し
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
は
、
崎
津
天
主
堂
を

は
じ
め
と
す
る
教
会
群
が
、
貴
重

な
歴
史
遺
産
で
あ
る
と
同
時
に
、

現
代
を
生
き
る
信
徒
の
方
々
に
と

っ
て
の
祈
り
の
場
で
も
あ
る
こ
と

で
あ
る
。

実
際
、
そ
の
性
格
を
十
分
理
解

し
て
い
な
い
来
訪
者
が
、
無
断
で

祭
壇
（内
陣
）
に
立
ち
入

っ
た
り
、

鐘
を
鳴
ら
し
た
り
す
る
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
た
な
い
。
ま
た

む
や
み
に
携
帯
電
話

ｏ
カ
メ
ラ
を

使
用
す
る
こ
と
や
、
敷
地
内
で
の

飲
食

。
喫
煙
な
ど
の
マ
ナ
ー
違
反

に
も
気
を
付
け
た
い
。
今
回
の
推

薦
を
契
機
に
、
そ
の
価
値
と
性
格

に
つ
い
て
の
知
識
が
多
く
の
人
々

に
共
有
さ
れ
、
よ
り
望
ま
し
い
形

で
保
存

・
継
承
し
て
ゆ
く
た
め
の

整
備

が
進
む

こ
と
を
期
待

し
た

〔〕
。

世
界
文
化
遺
産
の
登
録
候
補
と
し
て
正
式
に
推
薦
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

「
長
崎
の

教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
の
構
成
奮
一産
の
崎
津
集
落
＝
天
草
市
河
浦
町

◇
ひ
ら
お
か

・
り

ゅ
う
じ
　
１
９

７
４
年
、
大
阪
市
出
身
。
九
州
大
大

学
院
単
位
取
得
退
学
。
長
崎
歴
史
文

化

博
物
館

主
任

研
究

員
な

ど
を
経

て
、
２
０
１
２
年
よ
り
現
職
。
専
門

は
東
西
思
想
交
流
史
、
科
学
史
。
主

な
著
書
に

『
南
蛮
系
宇
宙
論
の
原
典

的
研
究
』
な
ど
。
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